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研研研研    究究究究    者者者者：：：：名古屋工業大学名古屋工業大学名古屋工業大学名古屋工業大学    教授教授教授教授    中西中西中西中西    英二英二英二英二，，，，准教授准教授准教授准教授    杉本杉本杉本杉本    英樹英樹英樹英樹    

    

研究題目研究題目研究題目研究題目：：：：透明有機透明有機透明有機透明有機----無機無機無機無機ナノハイブリッドナノハイブリッドナノハイブリッドナノハイブリッド材料材料材料材料のののの開発開発開発開発    

    

研究目的研究目的研究目的研究目的：：：：透明性透明性透明性透明性にににに優優優優れるれるれるれるアクリルアクリルアクリルアクリル樹脂樹脂樹脂樹脂にににに様様様様々々々々なななな無機物無機物無機物無機物をををを添加添加添加添加しししし，，，，    透明透明透明透明かつかつかつかつ低線膨張低線膨張低線膨張低線膨張有機有機有機有機・・・・

無機無機無機無機ハイブリッドハイブリッドハイブリッドハイブリッド材料材料材料材料をををを開発開発開発開発するするするする．．．．    

    

開発指針開発指針開発指針開発指針：：：：良好良好良好良好なななな分散分散分散分散・・・・透明性確保透明性確保透明性確保透明性確保するためにするためにするためにするために    

                                    ・・・・分散状態分散状態分散状態分散状態のののの良好良好良好良好なななな無機物無機物無機物無機物をををを使用使用使用使用                    

・・・・初期分散状態初期分散状態初期分散状態初期分散状態をををを保持保持保持保持したまましたまましたまましたまま、、、、    

表面処理表面処理表面処理表面処理をををを行行行行うううう                

・・・・溶剤置換法等溶剤置換法等溶剤置換法等溶剤置換法等のののの利用利用利用利用            

・・・・反応性表面反応性表面反応性表面反応性表面処理剤処理剤処理剤処理剤のののの利用利用利用利用        

    

    

研究成果研究成果研究成果研究成果：：：：ナノナノナノナノ無機微粒子無機微粒子無機微粒子無機微粒子ににににシリカシリカシリカシリカおよびおよびおよびおよびアルミナアルミナアルミナアルミナをををを用用用用いいいい，，，，それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれの特性特性特性特性にににに合合合合わせたわせたわせたわせた表面表面表面表面

処理処理処理処理をををを行行行行うことでうことでうことでうことで、、、、代表的代表的代表的代表的なななな透明樹脂透明樹脂透明樹脂透明樹脂であるであるであるであるポリメチルメタクリレートポリメチルメタクリレートポリメチルメタクリレートポリメチルメタクリレートとのとのとのとの複合複合複合複合

化化化化をををを行行行行ったったったった．．．．得得得得られたられたられたられたハイブリッドハイブリッドハイブリッドハイブリッド材料材料材料材料はははは高高高高いいいい透明性透明性透明性透明性をををを保持保持保持保持することがすることがすることがすることが確認確認確認確認されされされされ

たたたた．．．．またまたまたまた、、、、マトリックスマトリックスマトリックスマトリックスとのとのとのとの組組組組みみみみ合合合合わせをわせをわせをわせを考慮考慮考慮考慮することですることですることですることで，，，，よりよりよりより高高高高性能性能性能性能なななな複合材複合材複合材複合材

料料料料がががが得得得得られることがられることがられることがられることが示唆示唆示唆示唆されたされたされたされた....    

 

 

展展展展        開開開開：：：：無機物形状無機物形状無機物形状無機物形状によるによるによるによる線膨張低減効果線膨張低減効果線膨張低減効果線膨張低減効果のののの確認確認確認確認，，，，    

                    無機添加無機添加無機添加無機添加量量量量とととと線膨張係数線膨張係数線膨張係数線膨張係数とのとのとのとの相関関係調査相関関係調査相関関係調査相関関係調査．．．．    

    

    

    

    

図 2 樹脂マトリックス中での 

シリカ分散状態 

図 1 開発した有機-無機複合材料 

左：未処理シリカを用いた複合材料 

右：表面処理シリカを用いた複合材料 

 


